
苫小牧市
生活支援コーディネーター

地域お届け便

大好評！おうちで楽しめーる便

るーぷひので様をはじめ、多くの方にご協力

いただき、毎月発行させて頂いております。

個人、団体共に希望も受け付けております。

はじめまして！私達は地域福祉をコーディネートする

する「生活支援コーディネーター」といいます！

苫小牧市のふくしをより良くするため
「気になること」と「やりたいこと」をつなぎます。

生活支援コーディネーターのご紹介

新型コロナウイルスに伴う感染拡大を受けて、自宅で

楽しめるようにと制作した「おうちで楽しめーる便」は、

好評をいただき、累計発行部数が15000部を突破し、

8月号も4500部発行しております。

ワークセンター
るーぷひので様！

【具体的には・・・】

サロンや町内会行事にお邪魔させていただき、

地域の困り事や心配事を解決できる方法を一緒に

考え、新しいサービスやつながりをつくります！

根っこは同じ「苫小牧市の人がどうしたら幸せになれる

か」を一緒に考えていきたいと思います！！

ご希望の方は社会福祉協議会 地域福祉課
地域福祉第一係まで！！

フェイスブック・ライン

を始めました！ふくしに

関する情報をお届けしま

すので、

市内全域
千寺丸

東・明野・中央

担当：加藤
南・山手

担当：新田
西・しらかば

担当：那須

ぜひ、ご登録を
よろしくお願いします！

スマホで読み
とってみてねＱＲコードで簡単アクセス！



地域の見守りが減っています・・・

不要な布マスクお預かりします。

「マスクマッチング事業」

新型コロナウイルスの感染拡大の影響により

地域活動や、見守り活動は減ってしまっている

状況です。一方で先日、町内会・老人クラブ

対象に行いました。アンケートでは、今、地域

に必要な支援として「安否確認」 に関する
意見が多くあげられました。

そのため、現在社協では見守り活動ガイド

ブック集を作成しています。

今できる・今必要な見守りについて

近日中に皆さまへご紹介したいと

思っております。

犬・猫と共に暮らす一人暮らしの高齢者は多く、

治療で入院の必要があっても、ペットがいること

で入院を拒んだり、治療を延期してしまった結果、病状が

悪化したり、命を落としてしまった方が実際に

います。このような、悲しい出来事を防ぐため、

適切な治療を受けて、ペットとまた一緒に暮らせるよう

に、一時預かりボランティアを募集しています。

ペットは大切な家族です！
もし、お手伝い可能な方、ご不明な点等ありましたら

担当まで、ご連絡をお待ちしております！

お問合せ

5月末から開始しておりました布マスクの寄贈

ことマスクマッチング事業は、多くの方から、

ご協力いただき約4500枚以上 の寄贈を

頂きました。そのうち、1800枚程のマスクを高齢者施設や児童施設にお届け

しています。今後はさらに、個人でマスク方を必要としている方など、より

多くの方へ感染防止のためお届けできればと思っています。ご協力頂き本当に

ありがとうございます！

苫小牧市社会福祉協議会
担当：地域福祉第一係
電話：0144-32-7111
Mail sc@tomakomai-shakyo.or.jp

犬猫 ・ 一時預かり事業
ボランティア募集中！


